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　天気予報、水文災害予測や水産資源の維持管理等の実応用のために、衛星によってどのような物理量をどの

程度の頻度で観測することが有効か、データ同化技術により衛星計画の事前評価を行う仮想実験プラット

フォームを開発する。発表者らは、主に気象学に関する数値計算シミュレーションと観測データを最適に繋ぐ

データ同化研究で、スーパーコンピュータ「京」や衛星ひまわり8号などの最先端技術を駆使して世界を

リードしてきた。これにより、ひまわり8号の10分毎の高頻度観測により台風や集中豪雨の大幅予測改善が得

られ、30分毎では不十分であることが分かった。高頻度観測は、海洋や陸面の予測にも有効だと期待でき

る。そこで本ミッションは、気象・海洋・陸面予測革新のため，準天頂軌道衛星や多数の小型低高度軌道衛星

など日本域を高頻度に観測する衛星観測網の可能性を探るため、先端的データ同化技術を駆使した衛星計画事

前評価のための仮想実験プラットフォームを開発する。これにより、費用対効果の高い衛星ミッションの実現

に貢献する。
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